
Title 最近のソ連賃金
Sub Title The average wage in Soviet Union
Author 加藤, 寛

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1953

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.46, No.11 (1953. 11) ,p.926(44)- 937(55) 
JaLC DOI 10.14991/001.19531101-0044
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19531101-

0044

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

/

パ
三
田
學
會
雜
誌
第

® '

十
六
卷

f

第，
十
一
號

■

,

:

I
 

,
 

:

 

- 

*

資
料
ト

.

: 

一
 

.

.. S
.

 

„ 

. 

. 

• 

■
 

:
-
■
>•
.
.
.
.
..
.
.
.
.
.»

.

.. 

.
.

.
.

<

最，
波のソ連賃金；
，
，

、

へ

 

, 

.
•

#

藤

寬
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I

間
題

‘
.
の
f e

圍

-

r

議
溝
の
：輒國を

_

吖主
¥

と免るダ蓮邦

^

^

呙
が
簡
在
ゼ
の
：よ
”
 

■
ぅ
な
生
活
狀
態
に
. $
>
.
る
.か
を
知

る

，
こ

.
と
、
は

(

極
め
て
興
味
深.1
_ぃ
こ.上
で
あ■
■ 

る
。
所
が
生
活
水
準
を
知
る
に
必
耍
な
資
料
は
ご
く
抽
象
的
な
も
の
の
ほ 

か
殆
ゼ
發
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
亚
し
い
か
ど
ぅ
が 

の
傲̂

！
:
斷
は
と
も
か
く
、
硏
究
ず
る
者
に
と
つ
て
不
更
な
こ
と
こ
の
上

手
な
牠
测
と
臆
測
と
を
以
て
、
ソ
連
の
規
狀
に
斷
矩
を
下
し
て
い
る
こ
と

—

い
る
人
も
あ
れ
ば
戰
前
以
下
と
考
え
て
い
る
人
も
あ
る
。
而
も
こ
れ
ら
推 

定
の
1

に
、
必
ず
し
も
充
分
な
考
應
が
は
ら
わ
れ
て
，は
い
な
い
の
で
あ
、
 

る
。
こ
吖
よ
ぅ
な
こ
と
が
，學
問
の
名
に
於
て
い
つ
ま
で
も
許
，さ
れ
る
べ

言 

で
は
な
い
。
こV

で
試
.み
よ
ぅ
と
す
る
こ
と
は
、
發
表
，さ
れ
て
い
る
限
り 

の
資
料
と
、.最
も
妥
當
と
考
え
ら
れ
る
推
測
と
を
示
し
、
い
，さ
さ
か
な
O' 

と
も
.こ
.の
方
面
：の
研
究■に
.ギ
一
' 步
.を
進
め
ん
.と
..す
る4

の
で
.あ

る

。
，
然
- ̂

な
が
ら
限
ら
れ
た
資
料
を
以
て
一
擧
に
結
論
に
到
達
し
よ
t
と
す
る
こ
と

-

•
) 

、
‘ 

•四

因

(

九
，ニ
六)

.

は
危
險
で
も
あ
り
不
可
能
で
も
あ
る
。
.
.そ
こ
で
こ
こ
で
、は
ま
ず
、
生
括
水 

準
を
知
る
最
ぢ
重
要
な
數
字
と
七
て
、
ソ
連
®

者
の
箱
る
平
均
賃
金
を' 

.
推
锘
す
る
こ
と
にI
た
。
そ
の
細
か
い
規
定
に
つ
い
て
は
論
中
明
ら
か
に
：
. 

.な
る
窖
で
知
る
。
又
、
平
均
賃
金
の
對
象
は
ソ
連
に
お
け
る
全

1

者

.'

._ 

夕
ハ(

農
民
で
は
な
ぞ
:;
>

|

者̂
，-*
-
_務
員
¥
士
ば
れ
な
人
た
ち.で
あ
る
？
そ
0
 : 

,

，細
か
い
内
容
も
本
諭
で
ふ
れ
た
い
。
農
民
が
除
か
れ
て
い
，る
の
は
、
彼
ら 

一

が
f

者

•
離
務
M
と
ち
が
.つ
て
特
に
現
物
給
付
を
得
て
い
る
た
め
で
あ
- 

-

•
る
。
 

.

■ 

'
 

' 

.
 

\

-

以
T-
論
述
を
槪
略
し
て
お
く
。
第
一1節
で
味
生
活
水
準
の.向
必
を
し
め
：

,
す
一
つ
の
指
標
と
い
わ
れ'る
1

所
得
を
中
心
に
し
て
數
字
を
檢
討
し
て 

み
た
。
然
し
靜
茼
は
こ
の
方
法
か
ら
何
も
判
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ 

.

.
:
:
;:
:
'
:
れ
:%
.ハ
第
ー
ー
箭
で
：
は

;0
乘
に
.お

味

そ
0:
.
ヾ
方 

.

る
。
第
四
節
で
は
、
英*

米
に
お
け
る
硏
究
を
紹
介
ず
る
。
常
五
節
に
お 

-い
て
、
ソ
連
に
お
け
る
論
港
が
こ
の
醒
を
ど
の
よ
}
に
扱
か
い
、
ど
の 

よ
ぅ
な
現
狀
に
あ
る
か
を
推
定
し
て
み
、た
。

舞

馨

方

法

灰

し

笼

：

^

豫
第̂

」
.

：
，
：間

接
^

^

法
;̂
#

均
*

#

の

务

表

擊

：
に

よ

つ

允

變

牝

免

.み
る
*

^

^

 

方
法
と
が
あ
り
、
雨
方
法
相
補
ぅ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
.、.
こ
こ
で
は
ま
ず 

後
者
の
方
法
に
限
定
し
前
渚
は
他
日
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。
.
.

.
ば
■.
ぶ
ー
ハ
V
ば

两
a ^
f e
^

ア
♦
ド
ウ
ギ
ー
ノ
フ
の
言
著
を
借
り
る
と

(

註
一)

、
ソ
ヴ
ヱ
ト
人
民
の
平

#

:離S

餅

造

置

の

大

な

务

成

果■

ボ
：す
最
&(

晚
的
た
指
徵
は
國
民
所
得

(

:.
^
ぶ

な
,9
,
;國
民
所
得
の
總
镯
や
靈
斧
動
向
味
ソ
同
盟
經
濟
の
：發
展
と
ッ

.ぃ
ベ' 

一;^
.ェ
虻
人
.民
め
，物
質
■
福
赃
吃
浪
斷
廣
丑
左
反
陕̂

^

る̂
^
办
せ
淹
广
，
 ̂

る
。
で
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
國
民
所
得
と
は
何
.か
と
い
う
と
次
の 

よ
う
に
說
明
さ
れ
る
。

一
定
期
間
、
例
え
ば
一
年

間

の

生

變

よ

つ

て

國• 

パ
內
,
は
y
_
_
_
s
總
靈
物
娇
作
^
れ
應
辽
灰
沖
か
ら
：

1

■

間
双
钜
產 

^

要
::
1
.
-
費
用
发
时
ぃ
魅_
: 0

が

國

民

观

得

で

：
泥

^
:
;
ー
.
そ

谨

.馨

满

所

0

':
;
.
:

:
々
^

同
聪
雙« .
:〗

.質

段

馨

怒

獲

略

生

遽

す

る
！

^

'.
*

務

«
•
_
:
、

：：

.

民

齋

，

人_

_

奮

_

嘗

繁

坐

顏

具

漢

民.の
.
_
.
ー
ぺ

:
:权

だ

聽

だ

け

利

用
_

^
へ.^'
な
世
_
廣

得

め

增

太

が

被

矽

の

馨

的

；ハ
：/'
'

供
■
產
ま
從
|
す
ぶ
-
<數
の
塘
_
七
勞
働
題
：產
性
の
献
出
沒
生
：產

_
稷
®,
"
。
'
: 

.
■
約
.で
載
編
截
バ
エ

「

ぺ
ァ̂-
'

メ
沒
，

好
-

<

1

1§

駿
禮
勞
働#
6

勤
務
蓖
數
汲
成
國
民
所
^

^

^

表

タ

：
 

:fe
t >
;

^ :

み
；务0
'
交
灰
節
の
蝕
激
泠
衷
參
潮

-

敷

^

鲁

民

所

得®

擊

■が
®:
...；

」

丨
に
牛
；活
の
昀
上
を
示
す
、も
，の
で
は
な
い
。

_
確
か
に
。フ
口
コ
ボ

ヴ
：：

ッ
の
'指

‘

_

る

蒸

霞

■
:
;
1

幾

歸

馨

_

本

變

價

格

凝

馨
 

%

_

嫁

_
僅

民

歡

0'
ぅ

靜

人

：の_

_

が
_
篇

：る
：%-
め
.デ
4

る
f

た
け
だ
か
ら
で
あ
る'。
，尤
も
、
國
家
豫
傲
は
國
民
經
濟
全
蹬
の
再 

(

生

產

過

掛

不

測

の

攬

亂

が

艰

發

を
_

め

涵

黹

舊

ざ

れ

：：

;:
>
:
.

'

も
國
民
の
！̂

に
な
る
と
い
え
な
い
こ
.
と
は
な
い
。
-L

か
し
我
々
の
來
め
. 

'■
■
^

る
消
費
泳
^

^

か
來
办
&

ー
馨
も
の
货
欢
い
が
^

^

國
民
所
得
め
う
ち
直」 

接
に
消
費
さ
れ
る
部
分
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
扒
消
毀
フ
ォ
ン

<
ド
抝
比
率
で
あ
- ^
-(

本
節
最
後
の
表
參
照

)

.

我
々
ルr

應
消
费
基
金=

水
消
の
向
上
し
て
い
る
こ
ど
を
こ
の
^

か
ら 

ぺ』

_

み

, «
が
の
，.翁
#
魏

碁

»

ぬ
注
遽
伞
贫
ぎ
ば
で

)

こ
^ :
消
費
.が
個
-
<生

活
. 

そ
の
も
の
の
消
费P,

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
中
か
ら
、，
坐
糜
に
關
係 

し

な

いI

殷
行
^
費
、
社
會
文
化
施
設
の
た
め
の
費
用
、
社

富

障

•
保 

:

が

險

热

需

か

敉

で
^

の
幾
択
が
で
痼
人
ぬ
肩
金
芯
な
必
の
ヤ
系
^

松

并

：
 

&

藝

5
’
は
か
か
る
個
人
の
消
費
と
な
ら
な
い
沿
費
フ
ォ
ツ

ド

の

中
に
統 

治

•

國
防
迤
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
沏
ら
れ
る
。-
つ
ま
り 

:

基

蓉

边

極

端

呤

繁

で̂

^
人
の
坐
活
水
準
が
ぶ
泌
位
虼
な
っ̂
^
:
' 

ぃー'
:
_
71
>

:1
>
:
得

な

从

廳

な

政

货
_
各
狀
^

餐

れ

方

以
.杰
; ^
货

の

傻

的
«
 

祉
め
墙
木
上
は
言
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
、そ
こ
で
ソ
連
の
消
费
水
準
と
し 

て
個
人
か
收
人
を
知
る
た
め
に
ぼ
、
勞
賃
フ
ォ
.
ン
ド
と
ょ
ば
れ
る
槪
念
に 

•進
r
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

■、

.

パ-

.

:

、̂

狹

贫

各

执

で«

を
:-
0,
:«
を
#
0
ー

)

人

當

平
^

賃

金

め

^

出

に

ば

勞

賃

プ
ォ
;, 

者

,:
:

■
務

員

數

货

費^ :
'

A

 
ぞ

)

^ :
_

る
0-
:

'-
>
東

り
—

巧
.當
勞
賛：

變

兌

ド

漱

平
_

|

1
衆̂
す
0
で

鲁

『

|1
1
-
-
甘

氐
6

四
9
ば

--
*

九
，31
:

〇
年
の
、一
人
當
勞
賃
フ
'

ォ
ゾ
.>
を
こ
の
ょ
う
に
1

て

求

め

ら

ー

た
 

が
、
そ
れ
が
恐
^

く
平
均
賃
金
k

表
現
す
る
、と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ 

う
。
そ
う
re

.な

く

て

は
、

一

人

赏

の

^

^

マ

ォ

ン

ド

を

來

め

る

こ

と

は

無

パ.
.';
::
.'-;-
-
:r
v::
.
.\.::

“ 

.'■
-■■
■
■.
>
■:
.■;.
.'
、..
.■■
,■:-■■
'.

;
.

」

:-
.'
 

.
，'.ニ-
,-;
'
:
.
.
. ..'一

 

ノ.
■■
-

:

,

.

,
 

因

五

(

九

ニ

七

)

、
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,

:
.1 U

.W
,

學

會

雜

誌

し

第

四

十

六

卷
I

十

.
. '
號

ノ

-

)

 

*

 

、 

,
 

,
 

f

意
味
に
な
か
か
ら
で
あ
る
。■
し
か
しこ

';

れ
は
激
ま
^

て
い
る
卜
&

表
に
本
,

.

.

.

.

.

.

., i

ば
平
均
賃
务
目
標”は

年

，六

〇

〇

〇

ル
I
ブ

ル

.^
灰
っ
x:
、

.t
'」

の
平
'均

賀
、

'

,

金

；

务
賃
甚
命
目
標
を

勞
®

?

'
勸
務
員
數
.目
嚴
で
.割
<>
た
；3
0
.氏
'
.の
：：>

.

.

.
U
' 

■ 

と
ち
が
う
こ
■と
を
し
め
す
。

S 

•グ
ユ
ル
ル
-ッ
は
こ
め
激
‘に
つ
い
て
次
の 

,
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(

M
5
0 

.

努
質
フ
-方V

ト
と
い
う
^

|

は
ソ
ヴ
-エ
，
ト 

經
濟
統
針
學
で
は
ニ
っ
，ひ
意
味
を
も
つ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は

f.

九
四
一
，

,

年
ニ
月
0

!
1
4
8
ロ
の
第
1ん

會
_
で
初
め
て
、表
明
さ
れ
た
。
そ

ガ

ォ
' 

‘ 

ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
，丨
は
一
九
四
〇
年
に
勞
賃
フ
ォ
ン
ド
亦

n
t

三
ゼ
億
ル
ノ 

I
:ブ
ル
に
達
し
た
と
言
っ•て
い
，る

の
-^
が
、
そ
の
同
じ
®

で
彼
は
一
九 

凼

，

l

年

にr

七
五
0
億

，ル
I
ブ
ル
に
達
し
、

ブ
九
四o ,
免

ょ

り

一

四
a
 

,

. 

德

ル

！
ブ
ル
咐
加
し
た
と
宍
つ
て
い
る
。

こ
の
數
字
は
誰
に
で
.も

明

ら

か

/
. 

な
如
く
金
く
喷
違
っ
て
い
る
。
所
が
同
じ
こ
'と
が
一
九
四
六
年
三
月
，に

ソ
、

,

迪

最

高
‘會
_

で

第

四

次

針®

钇

發

费

し

た

時

に

V
,

九

芷〇
年

！？
1

標吃次のへ

::
;紙

：--

ま

.ル
^
、
一

篇

煢
^

六q
o

o

ルー

ナ
ル
企
し
た
こ
と•で
あ
る<,

從
來
の
發
表
で
は
勞
賃
フ
ォ 

.

、v

ト
を
，
勞

働

潘.勤
務
氲
數
で
割
っ
た
も
れ
が
疋
確
に
平
均
賃
金
‘を

示

し
-
' 

'た
め
.^.
.
S
め

數

字

は

：そ
4
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。；.こ
の
：秘
密
が
—

.四

年

襄

統t

局

刊

箱

篇

計

¥
%
ぼ:-
7
*.ッ
^

繼
 

■'
:
'
-
:
;3
:ぞ

扣
_

^」

#

ょ
ま
^

' 

':'
-へ
ぞ
心_

タ
凌
#

^

.

の
一
み
^

F

翼

：
^

 

S

島
勞
働
渚
想
が
い
.
人̂

を
食
'；
'
/
■:
-

：へr
 

y v

で
い
る
。

*
4
：

の
勞
働
統,

は
所
謂
完
金
な
賃
金
フ
ォ
ン
ド
、

っ
ま

^

‘ 
.
I t

金
と
し
で
記
帳
に
の
っ
て
い
る
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
。

」

か
く
て小

'

,

,

.

,

四六
：.

へ
九
ニ
八)

'

*
 

V

 

-
~

v

 

/

.

さ
い
額
の
'
ッ
ォ
乂
ド
は
阖
有
の
フ
ォ
ゾ
ド
つ
ま
り
全
翼
溝
‘ •

使
^

<
>
.
.

■/

ス
タ
リ
め
勞
働
者*
勤
務
員
の
-敗
得
頟
で
ノ
大
き
い
額
の
‘フ
ォ
ン
ド
は 

'

し
の
他
に
、
兵
員6

貨

幣

收

入

及

び

、

，

た

’ち
の
^

:
を
含
ん
で
い
る'

•

かy
:

し
て
我
々
に
は
次
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
.0
も
し
勞
質
フ
方
ン
ド 

,

，が
勞
働
者
，
勤
務
員
數
に
す
る
固
有
の
フ
ォ
ゾ
ド
で
あ
る
な
ら
、
こ 

れ
•
か
ら
平
均
貸
金
を
算
出
で
ぎ
な
の
で
t

る
が
、
相
應
か
て
い
な
い
と
、

’
こ

れ

か

ら

は

平

均

質

金

は

判

ら

な

：

T

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

f

九
五
〇
丨
部 

の

平

均

賃

金

は

二
 

_
<

5

表
に
よ
つ
ズ
六
〇

〇

〇

ル
-丨

ブ
.ル
，
と

な

つ

て

い

る
 

が

こ

れ

は

計

聳

目

標

で

あ

つ

て

、

公

，表

に

よ

る

と

霞

者

.
勤

務

負

數

が
 

計
'i

數

字

三

三

五◦

萬

人

に

興

し

賢

績

一

ー

I

九
ニ
〇
萬
入
ど
な
つ
て
い
る
か 

ら
•、
平
均
©

金
も
恐
ら
く
變
動
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

然
し
次
の
よ 

;,
-
■
う
な
發
表
が
あ
％

の
み
で
あ
，る
。

r

勞

働

者

ぐ

勤

務

員

及

び

農

民

の

總

所： 

'/
:
.得
は
一
；九
四
◦
年

よ

ヴ

不

變

價

格

で

增

加

し
’
た

。

」

，
又

、
：
，
一
九
五
一 

¥ ;
の

實

表

は

次

の

如

ぐ

で

あ

る

。
篇

者

；
勤

漪

員

數

四

0

八
0 .
萬

，
 

.
人

、
.
勞

働

者
.。
，
勤

務

鼻

；

|

人

當

り

實

質

賢

金

が

一

九

四

〇
年

よ

り

約

五

七

. 

そ

農

民

の

實

質

所

得

は

六

.〇

涔

增

挪

し

た

。

こ

れ

ら

の

發

表

.で

は

勞

贤
 

ソ

ォ
,

-K
及

び

平

均

賃

金

は

金

く

不

明

1
あ
る
\0
'

ぃ;/
::
:
;̂

ゼ̂

一
一*

m

s '
TK
'

L:
- #
#

.)

勞
賃
7

ゼ
シ̂

^

-

1

^
賃
遂
が
於
、
明
瞭
で
な

い

、 

,

，ど
す
れ
ば
、
ソ
連
の
生
活
水
準
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か

。

- ,
. 

こ
に
平
均
賃
金
を
測
定
ず
る
意
義
が
生
じ
て
く
る

.
の
で
ふ
る;0
,

〔1928半〕 [ > 40年〕！ 〔1945华〕 1 〔i960平〕 〔1951平：] 〔1952年〕

人 P

勤藤员數

■ W人
15,430(公） 
15,040C?>
'、K人
1,080CV)

. 坊八
19, _ C V )
1_ 0(1つ

坑人’
3,150(公） 
3,120CV>

玷人.
19,300(公) 
m 060CP>,

K人
2,720(H)

國民所得250傲ル. ブ ル 1,283

74^ 低下

M入
20,800C 公）'
19，_ か ),

-‘枯人、，,
3,920C 公）

2，10 鄕 ） 

74^

4,080(4 )
K人

4,200(3 )
4,170( 3 )
4.870CM)

2,856(•弊）2,616(算）

(註)
)

a 9?8屯〕は不纽6!掐规承印度C1940年〕餸訪標辦年度a”5年〕犬戰終7年度

(4 ) と’あるは,公表数宇' .
(P.)とあるはブp コボヴイ;:ツ：第二節註ニ玆照 ^ '
(y.)とあるはボズネセンスキー：「ソ间盟戰時經濟J . , • '
( H )とあるはハリn■•シュバルツ：第P场驻參照 ' ,

(錄）とあるはこよ？)鈴出しれ达の '
何达記人してない*のは公表確货な敎字，  ^
，又ぐ勞拗钙*励務技馼1940年は'60年公衾「40年より7饰西入堉邡し' 3,坭0萬人になつれJ 

よ、り蹲算，6 1 「前年より160萵堉加J よつて鈴出：C0 )はエフアーノフ「51年よりノ 

90跑•入增加tて5,200萬人」から二つの數學が出允もの（M)•はマルイシェンによる.
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近

の
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^
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O
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H
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J
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0
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H
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§
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皆
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I
9
5
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C
T
P

.  

4
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:

'

(

哉 
ニ) 

is- 

N
.

 P
r
o
k
o
p
o
v
i
c
z

 

”
O
Q
H

v
i
e
r
t
o

d̂iinf jahf'plan 

d
e
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w
o
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j
e
f
l
l
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i
o
n

 1
9
4
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1
9
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19. 

<

へ
：
唸&
1

ー1:)

.
：
と
.松

井

遂
--
.

. 

連
經
濟
の
分
析」

)

\
 

,

'

人

；

i

四)

山

口

廣

四

郞「

經
濟
理
論」

I

九

五

ニ

，
年

六

號
.

(

註

五)

CQ.
s

c
h

w
a

r
t
z

:  

l
iti
a
b
or irL

.t.h
w

 S
o

v
ie

t

 

U
n

io
n

 1
9
5
1

,

' 

P. 

2
S
: 

.

•

_ 

, 

H
我
抓
國
の
硏
究 

彳
。
觀
が
顿
で
%\
-經

幾

多
0
观
究
が
行
«
ゎ
れ
て
^'
る
：が

:^
5

^ '
、は

最

, :

も
入
手
し
易
い
資
料
に
つ
い
て
ニ
，
三
の
論
評
を
し
て
お
、く
。

、

：：

藤

親

最

も

手

膘

ぇ

0 .

お
石
( %
:

负
と::
1
>

其

,:
.
-
'
:
1
:丸
：四
汍
年
に
發
行
さ
れ
た

.
1:」 

:

て
^ ；
_

ず
社
资
ザ_

济

ト

硏

究

第

醫

：勝

'

撤
9

賞

每

崇

次

靈

第

四

五

ヵ

苹

計

靈

の

進

行

と

國

民

生

活

の

向

上

A
題

し

て

執

筆

さ

.れ

て
い
る
。

氏
は
國
民
所
得
の
分
析
に
始
め
ら
れ
、
人
口
の
增
大
と
：

^

し

て

消

費

：フ
ン
.
-:
, 

ノ
ォ
ゾ
ド
の
培
加
、/

©ち
消
费
水
準
の
增
加
を
指
標
と
し
て
者
察
さ
れ
る
。 

そ
1

で
周
到
に
; 4

個
人
的
消
費
は
そ
の
消
費
水
维
と
同‘1で
な
い
こ
と
を 

'
指
摘
さ
.れ
、
個
ん
消
費
に
つ
い
ズ
は
勞
賃
フ
ォ
く
ト
か
^.
諷
べ
ら
れ
る
9 

’ 

,
更
に
そ
，£0
*
勞
賃
フ
*
ン
イ
を
^

^

'
勤
^
!
:數
で
割
つ
て
、1

人
當
勞 

.

.賃
フ
パ
オ
广>K
を
J

m
v;
.
こ

，の

額

を

以

V,

直
ち
に
’1

人
の
平
均
貨
金
と
，は

*'

'  

’ 

、

，
•

.
四
，

9
.

ハ
九
ニ 
九)

’ 

■



會
雜
幾：： 1

十
六卷

：：： .： .：

第
十
：

1

敏
，

西

八

(

九
，三
〇)

'灰
が
雙
な̂.

嗔
.

^

_

1

;

:

^

準̂

め

播

,^:
^

巧

い

石

就
, #
!
1淀
: ? 

れ
た
。
以
上
の
數
字
を
一
括
し
て
表
に
し
て
掲
げ
て
み
.る
？

,

.

削

r

r

f

 

i姨

' 

f

ル

4

?

、

I

I

 (

人

芬

.(

s

)

J

玆

1

‘

(

茲

: 5

基劣I

(

S

P
 
年)

、

s

 

l
r

§

 
】
n

ハ
-

C
0
B

 

i

l 2

8

-.
 

3

8

(
1

九
^
年〕

推

定
' .
, 

1
3-
ニ
0-
.
.

ぢ

遣
1

推

錄

汉-.
'
.
::-
-
;
:
:
-.
:

-

:

&
 

o

熟

- ®

推

集

：一

謂

)

想

「

へ
®

0

带
：

>|5

晝】

？
？£

^

.苕
0
.~
.
:
:
.
'.
:
'
:
;
:
#

薆
0
ンゴ 白 ニ  M  一 t.X : 、. > •■■■ . •••鳥 、
吾 宕 迕 蒡
这 O  o  Q  <P 9

ブU...九:'.七..五.：；̂_ V •、, V、 f、 •、
ヨ O  HI：ブ Q  这 < p 八 ナ“ mo 九 八 ニ  o

，
國
民
；̂

'
、
人
口
數
に
つ
い
て
は
我
々
が
先
に
計
算
し
た
數
字
ど
诃
成 

*

一■

Q'
部
の
計
轚
實;M
の

激

表

：が.^
ネ
ー 

大
分
訂
茁
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
、
勞
賃
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
も
第
四
へ 

節
で
推
定
さ
れ
る
員
^
と
ち
が

 

>リ
點
が
あ
る
。

こ
れ
ら
細
か
い
r^
M
.は
、別 

•i
l>
'
て
歡
々
^
紙
#:
で
音
激
ぃ
德
が:^
.
^
:
.
麻
が
撒
定̂

-
光̂
版
補
^
っ
'
:
'
; 

い
て
は
金
く
說
明
が
な
い
の
で
論
ぜ
ら
れ
な
い
が
、
勞
賃

•フ
ォ
ン
ド
を
勞’ 

働

者
•
勤
務
員
歡
で
割
つ
て
消
贤
水
準
を
推
定
^
れ
ょ
ぅ
と
し
た
こ
と
で 

あ
る
0.
こ
れ
は
前
述
し
た
ょ
ぅ
に
飭
險
な
こ
と
で
あ
る
。
特
に
一
九
四
〇 

一.年
ぼ
勞
賢
：秃
す
：
:̂
來
昼
ハ
其0'
億
.ル
_

,^
ル
：'0
!
セ
^:
;

六
^だ

：：g

が
：麓

一
；
' 

:

者
，：.
_務員數にる勞賈なの

^
本る夯鮮の

.

_
に
：过̂

: 

.
一
人
常
资
货
フ
ォ
ン
ド
は
金
く
無
意
味
と
な
石
。
.
そ
れ
故
に
氏
は
こ
の
消 

费
水
邶
を
平
均
货
金
で
は
な
ぃ
と
斷
ゎ
ら
れ
た
の
で
ぁ
ろ
ぅ
,
、
何
故
そ 

れ
が
平
均
贷
金
で
な
ぃ
の
か
に
っ

.ぬ
で
'ぬ
何
ぬ
說
明
昝
於
巧
の
で
ぁ
る
:°
/-

そ
し
て
，
ブ
九
四
八
年
迄
算
出
し
な
が
ら
1

一
九
五
〇
年
の' 
一
人
當
勞
賃
フ-■
■:
 

ォ
ス
ド
を
^
出
さ
れ
だ
か
つ
た
の
は
何
故
な
の
か
說
明
さ
れ
な
い
。
然
し 

資
料
の
少
な
い
時
に
■こ
こ
迄
硏
究
さ
れ
た
こ
と
は
敬
章
を
狒
わ
な
け
れ
ば 

な

，ら

な

い

と

思

う
。
’ 

'

次
に
一
橋
犬
學
經
濟
硏
究
所
編
集
に
'
よ
る「

經
濟
硏
究」

.
(一

九
5

年
茁 

三
卷
第
湯
> 

を
み
て
み
よ
う
。

こ
の
硏
毙
で
は
生
活
水
^
の
向
上
と
い
う

き

■

■

-©
•
•
'■
疆

罾

磐

の

_

:
消

費

響

星

麄
”
'
'
供
宅
：

ソ
^

把
犮
化
%:
^

]>
:

&
所
_

前
述
1>
炎
ば
次
に
消
费
水
糖
を 

一一：|
|
*
1
:
_仏
^

^
;|
:

^'
务
^

>
、
：奮
然
.生
满
水
準
商
土
疼
は: ^
賃
フ
：：
 

ォ
ゾ
ド
丨
平
均
賃
金
が
檢
封
さ
る
べ
き
で
あ
、る
。
潘
る
に
こ
れ
に
つ
い
て 

；.

は
全
免
觸
我
ず
•:
■>敗
民
财
得
及
び
^

^

^

ド̂
凑
以
て
消
費
氷
準
を
示
.：
 

1
尤
れ
の
如
ぎ
論
述
義
衝̂

#
な
い
。;'
'尤
% :
#

^
の
所
弩
ソ
5
1の
勞
賃
に
ク 

い
て
推
定
し
て
い
る
箇
所
从
あ̂
。
そ
れ
枕
次
^
如
く
で
'あ
る
。
但
し
努

へ
賃
額
ば
一
月

 

る
：-0
ふ

寧

續：
"

-,
:
::
、
：
：
っ

 

>

;
: B

V:
'

.-
V)

：
リ、'
,

3
':
.: 

醫
i

邦

ル

が

窘1

尤

霍

に

翁

ぜ
1

^

^

ぁ

る

。(1

)

合

衆 

.
Ip ;

o :
,
;i
c
3
-yl
;

:
o ,
i

醫

圃
0'
::

響

; 0
:
九

四

漂>
.

;

^

^

|

^3 :

廣

呤

お\ >

て
：
.

響

^

^

^

_

00-
ル
.：ト
％
_
。
へ
熱
鍊
^

1資

〇
0.
ル
|-
-
.デ
ル
.。
\
高
度
熟

、
練H

一
 

八
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
。

⑵

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
詰
C
九
五
$

三
;]
ー
 

一
 

H

■

■V
亀

贫
 

Q
o:
.

^
7̂l
A
O
:
A
(3
)

0

®

®H:
«

6

s

^

.膨

產

#

Q

甚

0

③

水

*
-
:
め

ル

^,
0
熱
^

^

者

其

〇0

土
.

.

0

〇

ル
I
ブ
ル
。
突

擊

隊

，
ス
タ
ハ
ノ
ヴ
ィ
ッ
三
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
。
⑷

ェ
コ

霧

擊

膨

舍

敎

師

西

ャ

£

ル'|
-
-
:
.
ブ
1

適

^

^
璧

太

〇
0
沙
丨
ブ
。

ル
。
重H

業
突
驗
隊
勞
亂
渚
數
千.ル
ー
ブ
ル
。
(5
)
§
e

w s
t
a
t
e
s

日a
n

 

,
 

N
a
t
i
o
n
.

認
.

C

一
 
九
艽 
一¥
八
月 
一

一
H
胺)

最
低
六
〇
〇
.ル
ー
.ブ
ル
。
モ
ス

の
も
の
た
る
最
後
の‘も
の
に
ょ
り
、
し
か
も
そ
の
低
位
を
と
•つ
て
モ
ス
ク

何
故
(4
)
の
最
新
を
と
ら
ず
に(5
)
を
と
つ
た
か
、
又
何
故
モス
ク
ヮに
限
つ 

•た
加
切
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
は
と

，

も
か
く
こ
の
ょ
ぅ
に
多
歡
異
說
の
一'

.

.づ

を

：と

ゲ

方

徵

を

软

^

^

迪

-.
0

賃
金
を
推
定
ホ
る:£
:
:か
ば
妥
當
!/

あ
.養

ー

：
-,
'
-
ニ 

^ ，
“そ

-;
に

ゆ

替a

脹

术
^

で
^

^

^

ぐ
■

後

に

：松

井

英1:满
め
拜
ッ
_
の
_
民
坐
活
水
_

:を
む
ガ
尨
ば
尤
^

±-
-
戈

，，ici ;
;
代
■

衢 

_

の
：
玢
析

^:
阱
«
灰
1-
'
1雄
利
>
?
'
.
.
.
:
.
”

':
:
;
^

'
■:
:;谀
は
*.
ず

人

：
ロ
：を

測

嚴

1>
:て
.亦
ら
浒
費
财
坐1

^
況
祀
及
が
ぼ
そ
敗
か,;
;
ソ

)

.
：. 

,

^

と̂
賃
金
之.を
：比
較
备
れ
如,
务
0'
間

數

毕

：の
：
根

擄

を

明

嘹

に

'1
>

'

で
''
.
\
て

)

1 

).

ぉ

知

教

が

め

避
$

で
：ぎ

な̂

;

a產

0
年
0
年

年

變

金

游
_
標
武
：
:'
:

;

0

0

ル
I

ブ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
ぅ
极
據
を
、

V -
連
側
の
公
表
が
な 

:

い
.：が%

ど
.

_

を
0

.

は
安
凝
光
ぁ
女
。
;:
-
:而
奪
4

.
*
五:0
.银
平
1

^

灰
以
連̂

:
.の
：齡

き

を

、

'

ー
ゼ
四
逍
年
空
ー

^

涿
增̂

郝
吞
ニ
笫
現
屈
蚜
©

^

^

推
定
さ
れ
る
の
は■そ
の
上
界
率
の
根
據
を
ど
こ
に
お
か
れ
る
の
か
；个
明
で
.：

'ぁ
-'
:

5

。「』

^
进
0
苹
览
：资
|

^
な
紙
负
&
负
で
ぁ
备
>
逢

：̂

標
六
_
;'
©
:
;カ^
^
^ ̂

0

ル(—

ブ
：ル
^-
達
1>
饭
か
：っ
：：_
で
：お
ろ
5;
と
1>
ー
歲
_
尨

金

ぞ

海
.？
權

》

'̂
'
- 

細

^'
以
で
達
1
飪
_
ち

拍

：い

な5
わ
^
い

ゼ

る

臀

で

軚

る

。
：
：達

^
た

以
^

へ
}
へ
， 

‘は

：ソ̂

の

と

泛

だ

が

ち

窻

傳

上

發

響

：る

^

^
い
ぅ
&
;%
金

:<
:
推̂
測
^

\
::
: 

あ
つ
て
根
據
と
は
な
ら
な
い。

.

\

.

( 

.

以
上
れ
が
國
に
お
け
る
硏
究
の
中
か
ら
典
型
的
な
も
’
の
起
け
を
あ
げ
、

. 
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€
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&
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論
.

£
關

係

求

が

慶

だ

け

智

が

0̂

だ
0

尤

論

じ

：
允

も

の

咆

あ
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;
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四

.
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ャ
ス
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r

Mシ
ュ
バ
ル
ッ
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'
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.
:
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>
.
.

vv
T
fe
'

於

國
-0

淹

光£>
_

國

戈

も

荩

の

労

面

沿

推

測

は

幾

^>
も

て
い
る
が
、
こ
'こ
で
は
S
 *

ジ
ュ
パ
ル
ッ
と
ジ
ャ
ス
ニ
ー
の

.
1
1̂

を
典
型 

と
し
て
’紹
介
す
る
。

、

■ 

\

;

〔

：̂;
:

”
：ぞ■

ハ
-'
^

ッ
は
；匕
^

:

.一.，...:
v.
連
內
の
..新
聞
.
.
'
'
雜
_
に
■よ
，る
と
^

ん
.に
勞
賃
の
上
昇
し.て
，.い
：る
，> 

J；

わ
へ 

.

論̂
_
芡
い
务
。..
:
.
.
-
慎
兄
ば
ゝ
ー̂

皇

.
1苹
.
1
:
真

-1
::寒

.;:

.
-
:は
>-
>
:̂;

事
グ
：鑛
夫
め
*

甜
：千
め
^

本
.
が
：ス.
羌
¥

^

:ま

0.
1

^
窓

.

猶̂
べ
-
:
.

「

ー
華
_後
の
'同
紙
1
沁 

」

^;
'
:

)

:K
:
:沐
グ
_
w,
^

^
盡

馨

は

：t
:

九

年

.
t
.
:
vH
加
^'
九

序

迄

に
 

:^ '
わ

残

谈0

.0
先
4
ブ

ふ
^ :
月

卒

均

じ

て

得

怒

と

書

：い

.て
い
氟
。：
そ

の

他. 

こ
.れ
と
.類
似
し
た
記
事
は
敉
擧
に
い
と
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
來
允
し
て 

こ
.
.れ
.が
金
努
働
者
に
あ
て
は
ま
る
現
象
で
あ
ぢ
ぅ
か
。
.

>v
-
-
:
.
-
腌

中

金
も
多
く
众
つ
'

た
こ
と
は
考
え
ち
れ
る
が
、
戰
後
八
時
間
勞
働
へ
の
i

 

-

と
典
に
ブ
レ
、，、、
ア
も
減
少
し
篾
金
も
減
じ
た
に
ち
が
\,
V
な

い

。

こ
.
の

場

合 

賃

金

：
摩
^

不

離

で-

の
1

'>
:
:
:
—

レ

い̂
:

^

:
戰

前

：
の

勞

働

廣

書

赛

务

蕩

バ

收

通

霸

水

舉

^

^

こ
-と
へ

に
な
る
わ
け
^

,

あ
る
。
所
が
長
い
戰
荦
の
糊
ひ
た
め
肉
體
的
及
ぴ
知
能
的



.

H
I
E

•學
$

誌

第

四

十

、六

卷

第

十j

號

\

:̂
;
允

ネ

.

.
，き

ー

::
1
^

活

動

ど

齒

の

低

下

广

就

中

、
築
養
の
趿
下
か
‘ら

霞

能

率

は

奢

し

ぐ

損-
? 

な
わ
れ
た
。
.£
:
の
よ
ぅ
な
a
後

產

性

9
減
潘
は
ク
ズ
ネ
ッ
>

フ
が
/

、 

認
め
て
い
る
。
尤
も
そ’の
琎
茁
と
し
ズ
ノ
ソ
逋
指
導
者
ル
設
備
の
腐
朽
化

- 

に
求
め
人
的 

1

を

無

視

す

る

，
の

が

逋

例

で

'あ
，
る

。

の

發

表
■

, 

は

一

九

四'六

年

の̂

働

生

產

性

ダ

衆

し

て

、
い

な

い

。

f

>L
て
一
九
四
七
'
ノ
. 

年
は
前
萍
よ
り1

三
^
上
昇
し
、j:
九
四
八
年
は
前
年
よ
り
一
五,
上
昇
、.V

 

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し‘て

し

九

四

七

年

に
X
業

在

產

高

が

戰

御

水

準
 

一
九
四
〇
咩
に
等
し
く
な
ヴ
た
の
で.あ

る

か

ら

、
、
一

九

四

六

年

怵

一

九

.四

.. 

〇
部
よ
り
、
か
な
り
低
いi

生
產
拽
に
あ
る
と
港
え
ね
ば
な
ら
な
いo.

九
四
六
年
は
三
〇
〇

〜

三
三
九
ル
ー
ブ
ル
と
推
®
す
る
こ
とW
で
き
る
。' 

: 

こ
こ
が
シ
ュ
バ

-ル
ッ
の
®
要
.な
出
發
儒
と
か
っ
て’い
る
。

，
.

次
に
一
九
四
六¥

九

月T

五
、日
に
«
を
^1
±
が
あ
づ
て
、
月
平
均
九
五
、

. 

〜

一
〇
〇
.ル
ー
ブ
ル
上
#
し
て
い
る
。
，所
が
一
九
四
六
年
は
餘
す
所
三
月

!'
:
.

^

H-i
l
'得
3
.縣

>,
1

_

^
ー

蘇

淡

ヤ

泰

變

金
.
|義
芄
-0
霉
ニ
七
み
.
：.'
:; 

0
砌
お
ダ
#

で
^
獄
で
年
額
&
玄

：と
：萍
^

^

稳

：1

^

0

_洒
四
：
：：：.：
:*
;-,

九
月
の
上
界
以
外'は
賃
金
に
っ
い
て
金
ぐ
ふ
れ
て
い
な
い
。
と
の
こ
と
は 

重

大

：电

ぁ

る

：ザ

遞

故

紀

^
ぞ
.れ

执

タ̂

鬆

計

篇

虼

奶

れ

？
；
,%
尙
1
;
_四

.

)

：
：
、 

六
.年
'.は
 

1
.
.
'

九
.四
^'
年

に
.默
1-
:
-る
..よ.:^
傅

い
.上
.い

ぅ
.
.こ.
'と
^;
171
>

の̂
: ^
あ

:/
>
.'■
•

/
 

1

.

.
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•-
(

九
三 H

)

<!•
/

I

九
四
七
#
に
つ
“

て
は
稍
異
な
る
。
，
一
九
四
六
年
は
三
月
半
し
か
な 

■，か
つ
.た
た
め
、
•月
卒
均
汍
五〜

|

〇
〇
.ルー

ブ
ル
.上
#
す
べ
き
所
を
ニ
八 

〜
i

一
九
ル
I
ブ
ル
の
'上
畀
に
レ
か
な
ら
な
か
つ
た0.
從

つ

て
1
九
四
七
年 

に
は
な
お
、
四
六
年
に
比
し
て
一
月
七
〇
爪
丨
ヅ
ル
上
畀
す
る
、こ
と
に
な 

，る
。

こ
.の
こ
と
は
少
く
と
も
年
平
均
八-0
〇

ル

ー

ブ

，
ル

の

上

畀

と

意

味

す 

■̂

卽
ち
.

}

九
四
七
年
平
,

金
、は
'五
〇
〇
〇〜

五
ニ
〇
〇
ル
！
ブ
 

> と 

な
り
一
九
四
六
年
よ
り
，一
八* 
ニ〜

一
九
*
〇
涔
の
增
加
を
衆
す。

• 

.一
九
四
七
®

告
に
よ
る
と
勞
賃
フ
ォ
シ
ド
は
前
年
よ
り
ニ

 
一
 
ニ
^
坍
加 

•
1

:

.
豸

，
_

^

^
は
前
年
よ
り
'

31
0
萬

人

.^
大
レ
た
。
そ
し
て 

月
平
均
收
入
^

ー
八
こ
ー
ズ
增
加
し
て
い
る
と
い
ぅ
。’
こ
の
堺
加
璀
は
シ 

ュ
バ
ル
ッ
の
計
箅
と
一
致
し
て
い
る
。
又
一
九
四
，八
年
報
吿
で
は
、
前
年 

に

比

し

て

美

フ

おX

ド
一
〇
涔
^

;
 一
ノ
遺
策
：•：勤
務
負
數
3

.0
0
离
. 

人
增
大
卽
ち
、
六
•
四
^
增
大
；■
年
平
均
他
人
は
三
.
四
夂
增
加
し
た
と 

:
;
:
:
,v
v
動

；；‘
«

>

w-#
九
四
.
_參

_
芊

嘗

淦
_は
五
ニ
：
：
5
 

抑
ず
ネ
取
^

^
。',
;
1
;
_
四
.
弹
&
.
.
^

腕

：

的
■

f

:;
o

::
^

沿
_

し
.て
み
る
^
、
：0
1、九
'四
九
苹
來
t

引
下 

，が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
賃
金
引
上
げ
は
こ
の
政
策
と
相
反
す
る
も
の
で
あ 

る
か
ら
、
少
く
と
も
貨
金
上
昇
は
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
從
て
平
均
赁 

、
金
は
不
變
ど
考
え
ら
れ
る
。
又
一
九
四
九
：

'
五
^
年

の
-^
所

得

^

に

よ

る
 

.:.
;
發

表

ば

簕

務

M
の
寶
際
收
入
及
び
農
民
の
貨
幣
と
瑰
物
收
入 

の
み
で
な
く
、
國
家
サ
ー
ビ.ス
更
に
_

引
卞
も
含
め
て
い
た
も
の
で
あ

:

,
:ち
聆
が
饴
；：̂

そ)
)

^

蜜

©
年
は
.年
平
均
賃
金
五
ー3

〇〜

»' >

少

丨

：ブ

ル

土

雒

測

さ

淑

;:
>
'月

雕

均@

ー
靈
1
诹

愚

戎
-}
/

ブ

：
ル

を

：
考

え

.
： 

ら
れ
る
。
'ソ
連
側
發
表
で
は
決
し‘て
年
平
均
質
金
六
〇
〇0
ル
ー
ブ
ル
を 

超
し
た
と
は
い
P

T
い
丸
い
し
、
焚
、

マ
ス
ロ
バ
は
一
九
四
九
年
の
論
文 

で
一
九
艽
〇
年
に
六
〇
〇0
^

丨
ブ
儿
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
こ 

.
:
i拟
、

一
九
四
九
年
に
ま
だ
達
し
て
い'な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で^.
る
。 

か
べ
て
八
ュ
バ
ル
ッ
は
自
分
の
推
婼
を
拫
據
づ
け
た
の
で
あ
る
。

、

こ
の
よ
う
な
'

X

ユ
バ
ル
ッ
の
推
定
に

«
1̂
か
ら
ぽ
鄙
し
た
の
は
ジ
ャ
ス 

n
-

で
あ
つ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
推5C
し
て
行
く
。

ゾ

- 

戰
後
平
均
M
金

はi

九

五

〇

年

の

目

標

六

〇

〇

〇

ル

ー

ブ

ル

、を

除

い

て

妹

ぃ

需
1 .
■

■

■

八

篇

■

第
：_

姦

讲

§
^

證

ー

虎
の
不
足
は
、
時
聞
超
過
と
日
嘟
勞
鱗
そ
し
て
そ
こ
か
ら
賃
金
の
不
均
等
、
 

な
堦
加
欠
も
允
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
が
賃
金

‘を
土
#
 

き
せ
た
®
力

は

な

い

。‘同
じ
理
跑
か
，ら
政
府
は
賃
金
を
上
昇
せ
i

:

-

_

,. 1
;

響

:^
_

ぬ

引

疆
.淼

_

_
變

沐

_

_
* :
_

:

た
。
ヴ
方
ズ
ネ

セ

ゾ

ス

キ

I
に
よ
れ
ば
、

.®
營
エ
業
勞
働
漭
の
平
均
交̂

. 

免
金
は
一
九
四
〇
年

〜

四
四
: ^
間
に
芄
三
多
增
加
し
た
が
、
全_
H業
勞
働
. 

.者

と

し

て

は

四

：呼
^
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
又»
邊
產
業
勞
働
者
の
賃
合
上1 

#
は
一
九
四
0〜

四
五
年
間
に
五
五
^
に
相
當
す
る
と
も
い
ケ
ノ
從
て
一 

1
四
五
年
半
ば
で
金
勞
磡
者
い
勸
靡
員
の
、平
均
支
拂
賃
金
於
均
五
五
〇

0
 

ル
ー
ブ
ル
、
卽
ち
一
九
四
〇
印
よ
り
三
五
多
滑
加
と
.い
う
こ
^

は
認
め
ら 

K
よ
う
、。
一
九
妈'2
1
:年
_の
終
，=
一
九
.四
六
年
物
ル
、
こ
れ
は
五
〇
〇‘〇
1
,五• 

i.l

五
a
ル
I
•ブ
ル
，に
低
下
し
て
、い
る
か
も
し
れ
な
^
:。
.
.こ
の
水
準
が「

九 

<四
六
年
三
月
'に
發
表
さ
れ
た
計
齋
の

{

九
瓦
0
年
^
標
六
0
〇
0
ル
，丨
ブ

,

.

•

最
近
の
ソ
連
質
盛
，

.

.

V
:
,
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S 

.

:ル

滅

湛

礎

次

务

つ

；
た

。
；
：：計

畫

の

基

礎

年

度

に

.积
1'
て
五
:0
〇

,0
ル

ー

：ブ
：
ル 

^
ら
.
<炫

モ

淑

釔

超̂
る
數
字
を
#

ル

で
. ^
办
：な
れ
と
か
3£
0 .
.議
に

大

：
 

'，
な

务

實

金

增

P

を
本
だ
ら
.す
理
©
は
^

^
ゆ
如
本
る
か
ら
ス
五
^
年
の
目 

標

を

達

成

、す

る

こ

と

は

不
可
能
に
な
る
の
で
お
る
。
事
實
政
麻
は
賃
金
上 

昇
を
極
カ
抑
制
す?>
.政
策
を
と
.つ
た
し
又
、
六
〇0
〇
ル
ー
ブ
ル
と
い
う 

_

標

谨

窮

暴
■

■
龙
ヶ
土
# -
す
#

^
恥
^.
灰
_

- ;
•
;九s

o

年
：
^
 

來
：

f

均
賃
金
の
公
表
が
な
い
か
ら
誰
に
も
判
つ
て
い
な
V

ル
で
あ
Iる
。
そ 

こ
で
六
〇
0

0
ル
！
ブ
■
沙

芯

近

く

、
‘
一 

九
四
六
年
の
平
_

金
を
推
矩
す〗 

る
こ
と
は
無
謀
で•は
^
い
.
0 

< 

' 

•

、
.

一
九
四
六
'年
九
月
一
六
白
に
平
均
月
九
五
ルI
ブ
ル
の
賃
金
上
昇
が
あ 

つ
た
。
又
そ
れ
よp

H

週
間
早
く
九
月
f月
に
ゥ
ラ
ル
と
，そ
の
東
方
の；®

i.

要

讓

め

德

鑛

塞
■

雪

は

暴

0
義

ぃ

：へ

，賃
金
を
與
ぇ
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年
以
來
賃
金
雾
つ
い
ズ
起
つ
た
變
化
は
一 

こ
のr

一
つ
於
け
で
あ'

、所
が
次
の
よ
う
な
事
賢
が
あ
る。
' F.

一
 

九
四
七 

年

ど

讓&
：

吖
*
金
は
二
九
四
〇
年
の
ー
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」
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m
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。
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〇
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な<.
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ま
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概
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か
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發
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念
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定
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あ
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て
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公
^
見
解
で
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卒
均
賃
金
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決
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す
乃
基
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な
を
個
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企
業
の
勞
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方
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ド
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辣
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金2
埸
饺
理
满
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指
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か
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プ
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で
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レ
る
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殊
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か
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賃
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均
賃
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昇
と
は
な
ら
な
，い
。
從
ズ
賃
金
勞
働
者
の
數
、
乎

！

^

' 

:^
'把
^
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總
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。
又
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ア
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潜
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又
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；
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五
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五
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萬
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〇
％
超
過
し
て
も
八
一
〇 

f e

ル
|

ゾ
„

ル
に
す$

な
い
0

,

と
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な
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四
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概
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〇
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る
。
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鉢
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シ
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；
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；
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蒿
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.
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を

亲

す

：也

#

f;
_

、h
高

級

！

の

f
l

昇

は

殆

见

な

か

^

た

も
 

へ
が
と^

て

そ

：
の
：分

^

咏

險

か

：
れ

ね

ば

な

.ら
-#

い

ゼ̂

に

為

洛

。
、

'
:ー̂

年
の
，社
會
保
障
安
拂
は
ー
一
 

一
 

0
億
ル
|^
ブ

ル

だ

か

ら

、
，年
平
均
賢
金
は
ぐ 

^

五

.0

.
0ル
；：！̂
ル
：
泛

な̂
:
;四
九
ギ
五
0
部

ゆ

七

象

れ

七
0

0
〇
ど 

七
，

M

五
〇

ル
ー
ブ
ル
に
な
る
。. 

'

以
上
兩
表
と
比
^ -
し
て
み
る
と
、
ジ
ャ
ス
ニ
ー
に
幾
つ
'か
の
疑
點
が
あ 

、：る
：
？
_
 一^ '
-4:

九
四
_
截

四

〇

年

疼

比
1,
:

^
三
：五
：涔

'
眞
に
賃
金
減
沙
を
導.い
，た
|

_
糧

が

.薄

い

：
の

と

肩

斷

で

あ

る

0
.
:
第
一
;
1 

)

^
猶
六
牟
成
賃
金
低
卞
鸿
垆
タ5
ル
ル
：ッ.の
.指
摘
す
る
ょ
e
fe
少
な
ず
ぎ 

:# ;
い
か
;>
2
-分
夂
こ
^:
で
知
^

ー：：«

1ー：に
1
'
|
^
5
^
:

フ
:.
.

ゾ̂
：̂:
を

：.ー
丸
四
わ
-:

:
.

)

4

^
お
贫
^
ス
；-丫
^
り
'%
^

^

ル̂
ダ
の
：方
：に

推

定

ポ

法

の

妥

當

繁j
 

^ '
る

と

薄

え

务

诉

る

タ

：

第

本

第

：一
L

:
に
マ
；̂

^i

前
述
の
：
■
■<
'

: ̂

ャ
ス
一
一‘

丨
は
訂
JE
を
し
た
。
し
、か
し
こ
の
た
め
一
九
四
八
年
七
-0
0
〇
.ル 

丨
ム
ル
說
は
幾
分
倭
し'く
な
つ
た
.ょ
ぅ
、で
あ
る
。
結

局

、
'/
ユ
バ
ル
ッ
の
彻 

一
に
徒
辟
四
九
年
以
降̂

&
1
j
:M
掠
の
增
加
を
«

又
る
_

#

#

^? %
.'
'
:そ

; ^
は
.；

.

:

•

,

:、

五
a
' 

(

九
三 

6

バ
'
.



、

.
.『II

田
學
#.
雜
餘
-
第

四

十

六

卷

第

十一

號

'

>
. 

' 

i
- 

' 

/ 

- 

- 

V 

. 

德

引

下

•
特
典
を
考
慮2:

1

れ

，て

尙

公

表

の

實

質

所

得

上

與

に

l
i
m

許

： 

り

の

乾

が

あ

る

，
か

ら

，
で

あ

る

。
,
,
'
>
'
•

 

/
 

/

(

胜)

w
.CQ
o
h
w
a
r
t
z

: L
a
b
o
r

 i
n

 t
h
e

 

g
Q<l
J<J
>
cfU

n
i
o
n
,

 1951.

' . 

り 

 ̂

: 

t 

>
*

N
,

 

J
a
s
n
y

ttw
o
v
i
e
t

 P
r
i
c
e

 S
y
s
t
e
m
,

 1
9
5
1
.

/ 

, 

N
.

 

Jj
a
s
n
y
: 

S
o
v
i
e
t

 p
r
i
c

a.s

 o
f

 I
p
r
o
d
u
c
e

rt
w"G

o
o
d
s
,

.

M

i
. 

-
/•
- 

. 

• 

; 

V

,

-

へ
右
の
.他に

H 

,シ
ユ
、パ
ル
ツ
：
の
推
測.
>あ
る
。

.

‘

、
.

，
'

‘ 

S
c
h
w
a
r
t
z
: ja-USSJas》

s
o
v
i
e
t

 E
c
o
n
o
m
y
,

 1950.

‘

彼
は
•一

.九
四
、七>
.の
勞
賃
乃
ォ
ン
ド
ニ
八
〇
o
億
ル
ー
.ブ
ル
に
菡
礎 

’

を
お
き
？
廊
有
の
，ス
ォ
ン
ド
を
約

>\
0
涔
と
し
て
計
黛
す
る
點
で

'ジ
.
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、
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營
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が
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現
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